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昭和基地における大気電場と磁気圏‐電離圏現象
Magnetosphere-Ionosphere coupling events and Atmospheric electricity at Syowa station,
Antarctica
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南極大陸に近い東オングル島に位置する昭和基地 (69.0S, 39.6E)では、日本南極地域観測隊によりフィールドミル回転
集電器を用いた大気電場観測が行われている。我々は、2006年から 2012年までの大気電場データから、気象条件によ
る擾乱がないと考えられる fair weatherな時間帯を抽出した。この fair weatherな時間帯について、地磁気活動が活発な
時間をさらに検証したところ、磁気圏‐電離圏現象による電離圏電位変動の影響をうかがわせるイベントが見出された。
本発表では、当該イベント期間について、大気電場と地磁気変化量、オーロラ、短波レーダー等との対比を示し、太陽－
地球環境が大気電場に及ぼす影響を議論する。
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